




 

Ⅰ.はじめに 

 小児尿路感染症は上気道感染症に次いで小児の発熱の原因疾患であり,多彩

な臨床症状を呈する。一方,近年学校検尿の普及により不顕性または無症候性の

細菌尿患児が発見されるようになり,このような児が将来腎実質性疾患の発症

や腎機能障害の招来の上に大きく影響することが報告されている。 

 そこで,われわれは過去 2 年間において教室で経験した原発性尿路感染症の

頻度及び年令,再発をくりかえす難治例について若干の考察を加えて報告する。 


